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【背景】醇癌の間質における筋線維芽細胞は、細胞外基質の増加や様々な成長因子の

分泌を介して腫、廃の増殖、浸潤、転移を促進することが知られている。しかし、勝癌の

腹膜播種巣における筋線維芽細胞の役割は未だ明らかでない。 ［目的］本研究は、勝癌

の腹膜播種巣における筋線維芽細胞の役割を評価することを目的として実施した。 【方

法］醇癌の腹膜播種巣から 3種のヒト腹膜筋線維芽細胞（humanperitoneal myofibroblasts; 

hPMFs）を樹立し、ヒト醇癌細胞株である SUIT-2と CAPAN-Iとの相互作用を invitro 

で解析した。更に BALB/cnu/nuマウスモデルを用いて、腹腔内に醇癌細胞を移植した時

の播種能を、 hPMFsを加えた場合と加えなかった場合とで比較した。また、緑色蛍光蛋

白（greenfluorescent protein; GFP）で標識した hPMFsがマウスの腹膜播種巣に存在する

か調べた。 【結果］ hPMFsは有意に醇癌細胞の遊走と浸潤を促進し（P<0.05）、一方で癌

細胞は有意に hPMFsの遊走、浸潤を促進した（Pく0.05）。 invivoでは、 3mm以上の腹膜

播種結節数は、癌細胞と hPMFsを同時に移植したマウスの方が癌細胞だけ移植したマウ

スより有意に多く、前者では GFP標識 hPMFsが実際腹腔内播種巣に生着していること

を確認した。 ［結語］本研究によって、 hPMFsが醇癌の腹膜播種を促進することが明ら

かとなり、腹腔内での癌間質細胞相互作用が醇癌の腹膜播種を抑制するための新たな治

療標的になり得ることが示唆された。


